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高11にある女学校より鹿児島市易居町の女子興業学校(現在の鹿児島市立鹿児島女子高校)に行き?
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に住んでいたので，その叔母に頼んマ着物を縫わぜてもらったり， とりわけ専攻科に入ってからは
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立て直したりしたという。自分用の布を買ってもらえるかと患っていたのに?母の道行きコートをほ
どいてまた使わなくてはならなかった時は「少し悲しかった」そうである。
中，夏休みや冬休みに久し振りに喜一び勇んで、!富山の家に帰つでも 7 トミはお
で忙しく，めったに会えなかった。休みが終わって鹿児烏に戻る時にもトミは家に居ないこと
かったが，たまに家にいる時は必ずヲ駅まマ和を自転車の後ろに乗せ、て送ってくれた。和を乗せとい
ると重くて自転車[7]'j立まず?汽車通学のi下i学生が渉いて追い越して行くので?母娘二人で大笑いしな
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和は裁縫専科正教員試験検定にも合格したが， トミが多忙なため， しばらく家
、をしていたu 1932 (昭相7)年3月に鹿児島県公立小学校訓導を拝命L，その年4月から
教員としての歩みが始まった。内之浦町岸良小学校を皮切りに，肝属郡大;
姶良村野里(ここにはトミの生家があり，手口は祖母と暮した)の尋常高等小学校9 曽於郡松1村の松
を歴任する。 1941(昭和年 1月からは曽於郡岩川町の岩川青年学校の助教諭。
ここ vでは 開拓国!に送る花嫁のための|花嫁養成講習jが行なわれていた。和は阿久根の道場
といったように記憶しているとのことんへ A人出かけて行って略 そこで一週間合宿して
jを受けた。農業に慣れない和はフ 「から芋(さつま芋)畑のつら返し(掘り
起こし)に大きな芋虫がぞ、ろそやろ出て来るので泣きたかったJそうである。阿久根から戻ると 肝
付・曽於各町村から女子青年団長を I人ずつ集めて和が道場で学んだことを伝授する。和はここに
1942 (昭和17)年3月までいて，勤めをやめた。
その年]月に親戚の紹介で見合いをし， J友水修と結婚したためである。
修は曽於郡末吉町の出身で， 1912 (明治年6月生れの29歳。当時，満州国奉天 r¥i (現在の中国
東北部・洛陽)の鉄西在j両国民学校の教諭をしていた。和は27歳で花嫁となり，白身が養成した(開
はなかったけれども彼女らと同じように!波満j した。
1932 (昭和 7)年の|満州国」建国以来，農業移民の入植が本格化L，1936 (昭和 11) 年 )，L~ 田弘毅
内閣が20年間に:ω万戸の送出を国策として以後，毎年組織的に多数の農民が渡航， 1945 (昭和20) 苧
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家族3人の暮らしが新しく始まっ 1:"0)年(らが高山に戻コて来て，1946 
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手口はが私に産婆になるよう強く勧め続けていたことは既に述べた通りであるト
トミと同居している慌にき」だったのでなかなか踏み切j〆ないでいた。あまりにトミが熱心なのと，
に行くことにした。かつてドミ んだ時んだことから，和はついに
していたため，和は宮崎県の
した。 1947(昭和年4月，和は32歳になっていた。ま
トミが探して来て手続き等も一切行なってくれたそうである。夫修とは別
したI少、i、一
も少なく，
に何も言わなかったという。和は4歳の娘を連れて都城へ行き，
をゐ室借りてそF こに住んだ。子連れで通学し，娘と 3入札を並べ
駁することになった
していたづ、
りに十しの声をかけると?を思いた c 娘は絵本を見たり眠ったりしていた。手日が授業の始めと
目に焼き付いているということである。立長も f子オしにならって干しをしてい
トミがl日でも早く開業せよとせっつくの1'，利自身て合格。1月，和は助産婦試験を
? ?
した。を待たすごに12月1:頼んはまだ学卒iで勉強を続けたかったの
まるが施行され， i 6・3制j1947 (昭和2)年は
i助産婦Jの名称もこの年きが見られた年ししなど，さまざま
改められた。 . ~~島トミ I ())娘は
e 抜;J，:和」になった。
修が中国から引き場げて来た時ヲ j手く職に就かなくてはならないというのでヲ手口ともども履原書を
に出しておいた。それに対して，修は西志布志(現在の有明町)
の鶴峯小学校に勤めるようにとの通知が届いた。
あった0'，10) こうしてした1899
つは
と吾平(あいら)手口
もないのに所有?をふたつに分けることも、でげたばかりも;主く， またヲiき
さないから，和の方はIよ:Jrつ
ごは
中野部落の集会所が住まいとなうっし、てf子くことにした。
らは 4キロメートルくらい離れている所ずあ区内であるが?は勿た。 riJ
き着かないこと )1まで選んでしまっる。それで子どもたちはしl:fしは、 il
所に住人ノでもらっ
???
をする。
こととなっというわけで，もお願いしたい」二子どもたち-c 
をした。仕立物も頼まれた。子どもる時などは?和は朝早くから集会所の中
もなくなりヲ をしたり?和自身もし尋ろいろ楽もごちの ili
たちが「し、ろり」の周りに集まって雑談しヲいろりにはたきな[火の
と副会長と 2人が大きな「
には部落のしんだυ
人会のJをくべて寒い夜でもn妥かかった。百月前にトッ
に辞退した
し合ったことだからどうしても受け取ってくれjと言われる。修があまり回辞すると 2人が出
った忠良をするのでヲ和は
のためになるよう
っ?? ??
そのカサコり
て
ることにした。
し合ったそうである。
んだざる)Jいっぱいの餅を子守って訪ねて来た。修も手口も
?
???になって{疹を
しなくては」と
ョケ
志よヒデ-伊佐山潤チ回口i剖
器用さヲ面倒見のよさで高jF?干の人たちの"[_U.^f;言をし，らもらった明るさ土気さくさ，仰は
薪などをよくもらったという cがわりだとも喜
↓正育とするが，を主たる助産婦は家庭分娩の
川 1よ
攻にあずかるなど9時には夫婦問のトラブル問題に関する助言，
手口は上りJLの間にラした，専門知識 ~) 
1 iJ;jヲ(昭和2/1)年5月フ鹿足馬県でも助産婦の登録更新が行なわれラ ;1'[1i)百二本D)J
産婦名捕にJ立録されたc その頃は1多は串良町ト小)京中学校に転勤して上小原音1務に移っていたので，
を着々と歩みつつあった。
に開業した。，;:_. "-トミの強い勧めもあっこ
りに男の子を産んでし、る。月y 示日は 7
まト之が自転車で駆け付け
烹1950
は立派だ，土了ーだと
》ぜいぜい湯たんぼがあるべ
ま暗号の分娩してくれた。この
ではなくつくづく思ったの今のように暖房設備や湯沸かし器がある
ぺ感じさせないよろにを「あげた状態なのにヲらいのものだ。出廷のために下半身
トミは!こげんなっじゃなー」と古うとす
と主与えたぞうである。
さんなじょっ所ませてもらった 10 後に手口が
じゃっど(こんなになるに るのよ)1 J〆
仁F
も
19日(目白和27)年4月，手[]は助産婦の仕事のかたわらラ高1
された。その頃子ども を呂的として学校にy し!~_ 1，-， 
を配置してその人奇に1高山田jでも町]→内ことが進められていた
に~Dめて L 、?護婦に任命する政策が行なわれた。和もその 1人であった。この
な生出
やけ治)0)1巧l土いすこめk二、
日寺に行き， 赤
になるのは当然で、あった。自分の子どもは j立し
にしミた。
の仕事をし，地域 uでお産があれば出かけるという大変に
をすることになった。学校の生徒だけでなく，
利の)if-へやって来る c 分娩の介助にはいつでも
J也j或の人々も
? ?
別居。
キi]は学校で養護婦とし
iま
わヲんし々 1"'J、(_
j子から行くことが多い。これで
にさ才し
って坂を上 v)下りす一る。ここのけ弘吉すべて
!天井板が数えられなくなるまでヲ
きていた。和
えられていたかム|でしょうと
手1もにかわいがら
有明は段々1:1日の多い地域で9 肥料"野菜罰薪など，
(j出産間際までよく偉j!いた。親たちが妊婦に対して 9
見えなくならないとj子は産まれないと教えていたので，彼女らはそれだけ
I Fl常生j古で筋
いても放り出して仕事に走る。それでも 2人の子ども
かったえ)丈:うな7ち千?ったお産
いうことだ。
その有明での思い出。
病院に行くのは異常分娩の時だけという頃である。
まれると産婦のお手柄と言われていたそうである。
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当時は家庭分娩がほとんどで，
間に合わないうちに
i云略手口水抜
くまいの人とパスに乗ってた。という戸斤から介助の(1)る
き日/ヲ向こうから青年がjを歩いていると，ゴロ道(石がゴロゴロして5立が通ゐような
d民気をハシともたんは生まれたがアシベァ〉すわいか(具合が悪い)0 母さ/し。?、???
?。??。?? ? ?????? ?
?
??
??
肩をゆすくやしミおいやっとε(肩公ゆち，elf.るとダメだよ 1をしっかり持ちな会い
シベがわいかJというのは出血していることだと直感した。そλな時
かえって出血jがひどくなる。「座らせないで，腰を高くしなさい」と
二、
二二 "' ノ 0すっごおられゐ)i
をゆすったりするにど41， ら
に言って先に定りせたの和がその家に着いてみると部落の人が庭いっぱいに集まっτ一ぃ
にはlI!1(7) u、7こ。
とにかく母親のJ:iを助けなくては
うに腰を高くするために再忌をかかえヒ
がな V当。赤ん防はとりあえず布で包んでそこ
こ言われた
中日は
処置っておき
ゃったが遠方なの医師をす一片マミノJ 、をする上Jfn剤，強心剤のをしたけ
産婦が7 ク
ピをし始めた。そして耳がゴウゴウするという。これらはショック死の前兆で，
天井から散をつるしてリンゲルを両足に車りしていると崖婦の頭に
こ産湯をつかわぜているとフ
これはいけなしミもう
会見ながら放っておいた赤なかなか米ない。
だめかとj立つ
そうである。少しヂつ色が出て来て，ほっとし
を死なしたことがな「助産婦人生の中でー人もこれは最も危なかったケースのひとつであるが?
の際、とされているので，lまりである。正常分娩は助
判断して医師にお願いする。交通の不便な地域では
しリのが相
で通うるから，助産婦るまでの時間
には送・不運も大きく種目 2
??
?うまでもないことの手i)〆/、0) 
て
次~;.i:i [!下部落での話。
いよいよ家が近づき内校(つ、〆 F ) Iラノ_.，，-" i- j" ) J
い長い道を松f犯の後ろに続いて歩いていると
コ
と言われる c 音がしないJる」♂〉「ゾイ
は人カザ司らなし hうちにお産をするのカf良いとされてい
和がじi衣を着ていると 3
とにかく立わす?に知られないようにというごとであった。ところが子どもは正直なもので， rオイ
父裁が[
今度は[白衣を着て出たり人ったりしない uでく
うにfおいてくれという注文ごある。特に
t: ?こ 1主ム
れ l
をr':f-'，すので¥と(僕の家には先生が来ておられるけ
弓」とその子合叱ーっていたそうである。
};玄
板張りの上にムシロを敷いて座{立の形で行なわれlまァおJEーはたいてい納戸の
とのことと忘る。和が行くようになってから
その頃の
信:の聞でお産をさせるようにした。
い所であった。な思い出とにかくをしたカ5 1'[ 
、
?
?
? 、 】 、???
医師に連絡する刃判あってすタで顔、や昆などを切られたという人の所
ら出てくる。顔からだとお産にならな斉1とlt.血剤を打つ Cltうけたこと。
かったことなど，いろいろである。これもす
地域の人たちが総出で「テコシャンセン
lこ知らいとされているυ)Jの例があっ t
jで見送ってく明宏去る日
しかったことだ、との和の話。右一明は和にとって第二の政郷であ
????
さ別れであった。これが有明で
r、
，~ ，コ
関 志Jt.子時伊佐iJli関子
、日"~";' ( 
iゴコ I ¥ 和 il! ilT新宮に帰り y
にいる頃は以前のトミと同じようい自
7 
「助産婦 抜7j¥:Jの大きな を出し
ってい?こ i富山に戻ってからは
V L〆
/、ごィiノ、〆i
ク、l の免許を取ってヲ 産やj木浴l二走り回った。 に乗っていると り向かれる時代
てJ プごっ
その頃， 一古同 たちが発起人となって「さつま狂句の会jができた。手口 入会してヲ
LてZl しみのひとつである。単車を題材に
“ボロ ひとしミかλノげで きし止まっ" (ボロ X に止まってしまった)
り頃は「家族計画」 ということが唱えられており，和は「助 の看板と同時に，
の看板も出していた。 ん着くとそれま されていた結
され 平行して出 も増加し， カ守やって来た。 1947
lち (人口1，000人当たりの
、貧しくり も悪かったので，
は34.3，48年:33.5，49午:33.0である。川)方う まだ生
子どもの数を増やすまいと思う女性たちは人工好娠中絶lこえ二
巳2-
純を
。1948(昭和23)年の
きで許可することになり 9
により， ぞれまで て?処罰の対象となっていた斥
翌1949(昭和年の |による中絡が
認められたことで. 1949年に24万件だった中 には49万件にはね上がハタ しておけな
となった o.
l山l(昭和26) として「受胎調節普及J u " これを J52 
r宇治、は 道府県に「受給調節普及実施要領Jを Lた。開業助産婦もこれに対応するベイ
19:i:J 昭和年から l
年の2度にわたってサンカ」
I 1デ関かれるなどP l主
こうして和も分娩介助のかたわら写
Jを るようになったのまた， 1952 
が来B，1956 (昭和31)年には
あった o'1:J 
をすることになったU
~4 
及
定し沿い子どもが産まれると 「うっせ子じゃしと
をすつもんじゃ と患っ
と で， Iそんうっせ
をするのですよ)Jという会話がしば
L. Iよなされていたとのことであるが， どもを産みたくなくても したから仕方なく， としミう
かったのでヲ和の話を ん に聴いてぐれた。ベッサ 1)~な だとし¥う♂7で
期を利用するオギ/式の説明をすると女の人 ノ" ， 男の人の かりカ'，;!しミ(J) . 
i-i宅へ来てもらって教えたりしたそう νで為る。そして‘ 高山田[は家旅古 j函のモデル地区になつ
才打 で走りまわるようになった頃トミは病気がちになりヲ
と同居するようになった。入院。退院を繰り
ねてお産の話をするのが何よりも嬉しそうで， なつかしい産家
ドを諮りラ きなかった。
島市天保1 ん日でいた丈
ト は，和の手紙や吻 言々万
前などを開いては昔のお産のエピ
ト の病気の原因は「やはり働きすぎだったと思うJと和は言うっ など大急ぎで「自転
96 
1五盟各和Jk キ友
っしょり，産家?は寒かったでし車をこいで一塁も二呈もあるところにやっと着いた時
んどんfぞいて温めで]さるjがそれ
一τ
、をひいてよく熱を出していc)熱があいろりの火合
し，戸なった。く。そして何度もれI;t'無理をしてでもまた出かけも介助
ることなく， 1962 (昭和竿6月に結局卜日立高山へたと思う]
iゐ f
~' j l'、
3 
増加するようになり 9 ぞれ，につれて 9 和
った。和が自が求めたわけではないのに，いつも人
?? ?
ある。7， 〆U
員，同心配ごと足dl!
要請に応じている。を過してヲ県@助産婦員などなど，
って来たことに主たる原因がある。日本の自
てし、f」二ていたが9 アメリカで、は産科医が助
も自ら分娩を扱うようになったのである。また，母裁と胎泥を
してきたことが施設分娩の増加につながりヲ
もはそれまで分娩は助産婦
た。その
カ1及う間長さとなって千子った。さらに，
ロア己によっされるようになったことやヲ
しいさまざまなお産ヘグ〉取り
出。
えられる
されすぎたお産~の反発事反省から，
なお産の見直し，再評価もなされている
とともに求めにくくなった家庭や地域内での相互扶助的な
む句
分娩が困難になってきたことな
マはあまりに
られヲその中で
に分娩の介助だけでなく，
i(:[み
も重要な意義を持ち続けるものと思われる。
あった。。コまれたの
を代わりに担う
トミの時代より，
i〆、ミをし要請によって
? ?ヤで、も白手1土
日以内に行なわれる自る。
ある。なまだま母子‘伺談など9マ:紋の
秘訣を尋ねるととにかく回転が速い。も正確，;、日は今80歳。自も耳も
という答えが返って芸評，た。 なさつまさつまと言いながら1もの好きだから l
ヴn
Ijlj どころではないそうだっ人会」に加入できるがまだある。 65歳以 i二は
んだ時もあっ
しである。
ついて「夫はおとなしい人、で，
については働けとも辞めよとも言ったことはなしミ。私の仕事について
L とか
?
?ミ頃は
しなカfら栓で寝ているの
手口
¥、?喝、一をた。の
それも月給も焼に消えてしまうほとー飲む人で、した
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のだろうと思う。若し当時l土焼酎が好きで，
今は思しも出です。」と語っている。
つな焼酎忌め出しもせじ病と
関 JむよヒT・fl十佐山i閏了
この夫婦は何回も別問している。二人の子どもには恵まれたが，昼夜の別のない助産婦の1Jー
を持った妻にあjして夫として何も言うことはなかったのであろうか。明るく元気に飛び回って，い
ろいろな人から頼りにされている妻を黙って見守ってくれる夫で、あったとしたら，和は幸せ者であ
三
I 私たちの頃の女は r~示i人の鑑』としての教育を受けた。それで，良家の久性
り修業をした。 r職業婦人jという言葉が出て来たのもその頃です。私は母の姿を見て 生働くのが
思って来た。 j私は「高{旦ヨンゴヒンゴj生きて来ただけ，とも青う。これは弔苦労や心配もあ
ったが.楽しいこと嬬しいこともあり，いろいろ変化に富んだ人生だったということで、ある。
ま7二 「私の人生を許侃して下さる人がおり，人から大切にされ し迎。母子家庭で育ったので
物質的には恵まれなかったがp 人間的にいやな思いもしなかった L，悲しいこともなく，憎い人もい
ない。この性格は母からもらったものと思う。考えようによっては幸せと思う。自分で取り仁げた子も
ともが母親になりヲそのお産に行ったり，また取り上げた子が思わぬ立派な子に成長したりして 7 と
ても嬉しい。私の助産婦人生の中でお産のみは今まで1，000人位産ませていると思う。 i本j谷を含めると
え(lω人{ずでしょうか。つ つが真剣勝負で心配もしたが，無事産まれた後の気持ちは最高で，何に
も代えがたい気持ちです。自分の体も健康だL，こんな仕事を勧めてくれた母に感謝しています Jと
のことであった。
わりに
助産婦という職業は女性の社会進出の先駆けをなすものである。生きるか死ぬかの人の命の誕生に
¥1.ちい，精十不前向きにきて来た抜水和さんの姿には，その先遣として頭の下がる思いがする。
そして，人の生き方p 物の考え方は親のあり方に直接園間接に影響され，親から子， 子から孫へと命
~I寸じように連綿と受け継がれ，それを引き継ぎ発展させることによって女性の地位も現在の地点ま
で向上して来たものであることを改めて考えさせられた。
和さんによれば，かつてア女の子が産まれると「オナゴか一|と言って父親は力を落とし，男の子
がまれると大喜びした風潮があったそうだ。これは残念ながら現在でも絶無ということがらではな
い。 しかし産む女性にしても，ぞれを介助する人にしても，母子ともに無事にお産が終わればとただ
それだけをJA買って代々出産に臨んで来たのだ。産まれた子が男か女かということは新しい生
という点から言えばどうでもよいことのはず9 である。もっとも， 3人続けて娘が産まれて3喬二日の
子には l名前なんど何でんよかj， Iセミ jとでも付けろヲと言ったある父親にヲそれは「せからし
(うるさい)J名まえだから「ひろみ」と呼んだらと言って「世美(ひろみ)Jに落ち着かせーた札iさん
は少そんなこと気にしない気にしない， と笑いとばされるかもしれないが。
すべての妊婦が出産の際に適切な介助を受けられ，産んだ子の性別にかかわりなくねぎらいの
をかけられる臼の速くないことを願って筆を置く。
(1) 南日本新聞 「かごしま人紀行 1993・11. 201 ，同「鹿児島市の風景 夜、のアルバムから 1991・1 釦
-98一
抜水和略伝
11(夕刊)J ，同「かごしま戦後50年 1994・9・22J等参照。ベルリンでは「不発」であったが，その後
すぐの世界女子招待陸上では砲丸投げ2位，円盤投げ3位。日本記録の長期保持者で，現役を退いてからは
後進の育成等に尽力している。
(2)森重孝 「明治の鹿児島医学史(その日)J 鹿児島医師報(第25巻第11号 No.297 1986・11)。同「鹿
児島の医学J (春苑堂 1993・1)。なお，吉井和子・有馬恵子・森田恭子「鹿児島女子教育史の研究E
明治期の私立各種学校 J (鹿児島女子短期大学附属南九州地域科学研究所報 第 11号 1994・1)に
よれば， 1904 (明治37)年にできた「鹿児島産婆学講習会jについて， 1世上よく言われる石神産婆学校と
はこれではないかと思われる。」としてあって，前記森氏の記述内容とはいささか異なっている。本稿では
とりあえず森氏に従っておくが，この点に関しては後考を侯ちたい。
(3)医師の介入が決定的となるより前の「西洋」の出産についての研究書として， ミレイユ・ラジェ「出産の
社会史 まだ病院がなかったころJ (勤草書房 1994 . 5)他。
(4) 日本助産婦会60年史編集委員会 160年のあゆみJ(1988・12)，吉村典子「子どもを産むJ(岩波新書
1992・3)他。
(5)ある年齢以上の方はご記憶のことと思うが， NHKのドラマ「おはなはん」の主人公のようだったそうで
ある。
(6)和の記憶は正確だ。 1阿久根市誌J (1974・12) によれば，出水郡模範農場として設立されたものを，
「日華事変中農道館と改め，農民修練の道場として，実際農業に従事する青年男女を収容して各種の農事研
究を行っていた。」とある。 1941(昭和16)年11月には廃止されているので，和が通ったのはその末期頃と
いうことになる。
(7) 1日本の歴史⑫ アジア・太平洋戦争J (集英社 1993・1)，井出孫六「終わりなき旅J(岩波同時代ラ
イブラリー 1991・7 初刊1986・1)，山室信一「キメラ 満州国の肖像J(中公新書 1993・7)他。
(8) 注(7)の「日本の歴史⑫J。
(9) 1満蒙開拓団jの敗戦時前後の様子，ヲiき揚げの様子等を記した文献は，注(7)の井出氏のものの他多数。
ここでは特に列記しない。
(10)注(4)の 160年のあゆみ」。
(11)向上。
(12) この頃単車に乗るのは助産婦か，農村の生活改善を指導する生活改良普及員くらいのものであった。「僚原
の灯は消えず 生活改良普及員の活動一J(友和双葉会 1993 . 10)参照。
(13)注 (4)に同じ。
(14)朝日新聞 「時ながれて 戦後50年プロローグ 1994・8・11J。
(15) (注4)に同じ。
(16) (注4)の 160年のあゆみ」。
(17) (注4)の「子どもを産む」他。
主な参考文献
「日本地名大辞典 46 鹿児島県J (角川書庖 1983・3) 
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!iチ真集 女たちの日間口史J (;人;月害賠 1986・1i 
[続出鳥県史第4巻 1 (1943弓 3) 
!大!ぬiUn士、(1969. 
li 仁誌J (1966・11)
l卒!日 本向|かごLま人紀行 (785)出'j ~lj ②J (199:3・ 11. 20) 
橋 恵子[赤丸ゃんをi走むということ 社;会 ;y~からのごころみJ (刊本放送出版協会 1994 . ![) 
水沢 寿美「夜婆のおスミちゃん代記J (草忠社 1995 . 8) 
手t
ー ???
三卒、稿:去なすにあたってIj，J2!忠良中央助産院院長・鹿児島県助産婦協会会長のノト牧J攻了氏』、資料 (f)二教示-
共ノ多/になるご協力をいただきました。また， t]，uKキIJ¥の御妹，児島文氏にもイ〉タピユーでご助力し〉た
だ多ました。ここに記してj宗<，!~X;謝申し上げます。
抜水干11.¥へのインタピユレ，録音テ」ブの起こし作業， !頁桶作成については 9 鹿児島久性学研究会会員、の T
υい:コチ， 子両氏に会i白的に負っておりますの「はじめに~. J は f石氏， I':i ~おわりに/j、有卜氏íJ'
ぞぐよれ分担して実際的な仕事をしてくださったことを明記しておきます。
Jノ支えk.E¥;;につい、ては， ]9幻年2月2411 1南日本新聞」の「生きいきシニアらいふ|のコーナ...ごも紹介されま
!二ハ
おa 本稿執筆 1ドlごJ放水H:(1)jU'li夫君修氏が亡くなられました。衷心から哀悼の意を捧げたいとイ了じます。
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